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論　文　内　容　の　要　旨

本研究は′銀塩感光材料の感光・記録作用の根幹をなすハロゲン化銀微結晶の潜像核形成過程を直

接検出するための一マイクロ波を使った光導電測定法に関するものである。

銀塩感光材料は現在最も高感度で高画質な画像材料として写真やハードコピーなどに広く利用され

ている0銀塩感光材料のその優れた性能は260年の歴史の中で着実に進歩発展し今日の隆盛をみてい

るが一その研究開発の手段は王に試行錯誤的な方法に依存してきた0これはハロゲン化銀微結晶の潜

像核形成の過程を一結晶が小さい（0・1～1〟m程度）ために直接検出し測定できる方法が無かった

ことに基因し′そのため潜像核形成過程の理論も未だに確立されていない0その待望された，微結晶

に適用できる測定法としてマイクロ波光導電測定法が1972年に導入され，以来，各種増感処理の機構

に対する従来からの仮説の検証手段などに利用されてきた0この測定法は，原理的には，潜像核の形＼

成過程そのものを検出できる0しかしそのためには検出感度が高く，マイクロ秒以下の高速度の現

象を検出できる装置が必要で一そのような装置が未開発であったことが，これまで本測定法が充分iと

活用されない要因となっていた0本研究では′長年の課題であった潜像核形成過程の機構を解明する

ために′直接その現象を検出しまた理論の実証手段として役立てることができる装置を開発した。こ

のような目的には一感光材料として実用される露光条件で測定できることが重要でありまた有用でも

ある0本装置は一原始乳剤の写真特性曲線における足部から潜像核形成に伴う光導電を測定すること
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ができ，これを実現した初めての装置である。

論文は6章より成っている。

第1章では′まず，研究の背景とハロゲン化銀微結晶の光導電測定に関する従来の研究および研究

目的と論文の概要を述べている0本研究は′ハロゲン化銀微結晶のマイクロ波を使った光導電測定に

おいて′実用露光条件における測定に立脚した測定技術を開発することを目的としている。

第2章では′測定法の原理と得られる結果の意味を明らかにしている0測定回路の原理と微結晶中

におけるマイクロ波電界によるキャリアのドリフト運動の解析を行ない，信号電圧は，微結晶中をマ

イクロ波電界に従って伝導する光電子による導電度の増加に比例することを示した。

第3章では′開発した高感度測定装置の構成と性能を示しているo GaAsFET低雑音増幅器

（雑音指数‥3・5dB′利得：28d3）を前置したヘテロダイン受信機の採剛こより高感度化を図り，

常温において原始乳剤の写真特性曲線における足部の光導電測定を可能にした。装置の検出感度は

‾99dBm，ステップ入力に対する立ち上がり時間は75nsである。

第4章では′本研究で開発した製置をAgBr微結晶の光導電測定に適用して得られた成果を述べ

ている0装置が高感度であることから一潜像核の形成とともに光導電が減少する特異な現象を初めて

捉え′また潜像核の電子トラップとしての作用を顕著に検出することができた。その結果次のような

ことが明らかにされた01）AgBr微結晶の常温におけるパルス光導電は露光に伴って形成される

潜像核の影響を受け′振幅が減少し減衰速度が早くなる0潜像核を有する微結晶の光導電は一桁以上減

少する02）光導電の測定によって化学現像と同様に潜像核の検出をすることができる。しかし，化

学現像法に代わるもう一つの写真画像の現像法として応肘ることは実用上の意義が認められず，各

微結晶に形成された潜像核数の多少を検出する手段として有用と認められる。3）露光中に潜像核が

形成されて起こる光導電の急激な減少を検出し，それまでに与えた露光量を求めると微結晶固有の感

度を測定することができる04）潜像核が電子トラップとして働くことは，デンバー効果を利用した

測定法等と併用して潜像核形成過程の機構の解明に利用することができる。

第5章では∫本測定法の適用範囲を広げるため一さらに検出感度の高い装置の開発を目指して検討

している0マイクロ波バイアス法高感度光導電光検出器の研究で著者が剛、た高感度検出方式の導

入を検討した結果′本測定法の検出感度は′本研究の装置より30dB，写真特性曲線上ではEogHで

－1・5小さい露光量までの改善が期待でき，実用の高感度材料にも適用できることを示している。

第6章では一本研究を総括して結論を述べている0本研究は，その過程において既に感光材料の研

究・開発に貢献してきたが′本研究で開発した潜像核の形成過程を直接検出する手段と新しく兄い出

した測定法は，今後ハロゲン化銀微結晶の潜像核形成過程の詳細な機構を明らかにし，銀塩感光材料

の性能を一段と進歩・発展させる上で多大な貢献をすることを期している。
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